
新
体
詩
と
改
良
長
歌

―
―
詩
歌
史
の
背
後
に
あ
る
も
の
―
―

勝

原

晴

希

一

新
体
詩
と
改
良
長
歌

近
代
日
本
の
詩
は『

新
体
詩
抄』
(

明
治
十
五
年)

に
始
ま
る
。『

新
体
詩
抄』

に
お
い
て
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
の
は
、｢

凡
例｣

の
次

の
よ
う
な
記
述
に
見
ら
れ
る｢

詩｣

の
観
念
で
あ
っ
た

(
注
１)

。

均
シ
ク
是
レ
志
ヲ
云
フ
ナ
リ
、
而
シ
テ
支�
ニ
テ
ハ
之
ヲ
詩
ト
云
ヒ
、
本
邦
ニ
テ
ハ
歌
ト
云
ヒ
、
未
ダ
歌
ト
詩
ト
ヲ
総
称
ス
ル
ノ
名

ア
ル
ヲ
聞
カ
ズ
、
此
書
ニ
載
ス
ル
所
ハ
、
詩
ニ
ア
ラ
ズ
、
歌
ニ
ア
ラ
ズ
、
而
シ
テ
之
ヲ
詩
ト
云
フ
ハ
、
泰
西
ノ｢

ポ
エ
ト
リ
ー｣

ト

云
フ
語
即
チ
歌
ト
詩
ト
ヲ
総
称
ス
ル
ノ
名
ニ
当
ツ
ル
ノ
ミ
、
古
ヨ
リ
イ
ハ
ユ
ル
詩
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
、

こ
う
し
て｢

泰
西
ノ｢

ポ
エ
ト
リ
ー｣

ト
云
フ
語
即
チ
歌
ト
詩
ト
ヲ
総
称
ス
ル
ノ
名｣

と
し
て
の｢

詩｣

が
、
誕
生
し
た
。｢

歌
ト
詩
ト
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ヲ
総
称
ス
ル｣

と
い
う
概
念
が
提
示
さ
れ
て
、
初
め
て｢

詩｣

の
歴
史
が
始
動
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な｢

新
体
ノ
詩｣

に
対
し
て
、

も
っ
と
も
痛
烈
な
批
判
を
な
し
た
の
は
新
桂
園
派
の
歌
人
・
池
袋
清
風
の｢

新
体
詩
批
評｣

(

明
治
二
十
二
年)

で
あ
る
が
、『

新
体
詩
抄』

中
も
っ
と
も
良
質
と
み
な
さ
れ
る
矢
田
部
良
吉
訳｢

グ
レ
ー
氏
墳
上
感
懐
の
詩｣

の
冒
頭
部
分
、｢

野
山
も
か
す
み
い
り
あ
ひ
の
／
鐘
は
な

り
つ
ゝ
野
の
牛
は
／
徐
に
歩
み
帰
り
行
く｣

を
、
清
風
は
次
の
よ
う
に
訳
し
変
え
て
い
る
。

あ
し
曳
の
、
遠
山
寺
の
、
入
相
の
、
鐘
の
ひ
ゞ
き
は
、
か
へ
り
こ
ぬ
、
け
ふ
の
別
れ
を
、
告
に
け
り
、
野
末
は
る
か
に
、
う
ち
む
れ

て
、
野
か
ひ
の
牛
の
、
帰
り
行
、
声
も
あ
は
れ
に
、
聞
つ
ゝ
、

こ
の
清
風
の
改
訳
に
は
、
改
行
が
施
さ
れ
て
い
な
い
。｢

句｣
｢

連｣

の
導
入
と
い
う
形
式
的
な
変
更
は
、
新
体
詩
と
い
う
新
し
い
ジ
ャ

ン
ル
に
、
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た

(

注
２)

。
し
か
し
な
が
ら｢

句｣
｢

連｣

の
導
入
だ
け
で
は
、｢

新
体
詩｣

と
は
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば
清
風
の
改
訳
に
、
新
体
詩
の
形
式
を
施
す
と
、
こ
う
な
る
。

あ
し
曳
の
、
遠
山
寺
の
、

入
相
の
、
鐘
の
ひ
ゞ
き
は
、

か
へ
り
こ
ぬ
、
け
ふ
の
別
れ
を
、
告
に
け
り
、

野
末
は
る
か
に
、
う
ち
む
れ
て
、
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野
か
ひ
の
牛
の
、
帰
り
行
、

声
も
あ
は
れ
に
、
聞
つ
ゝ
、

こ
う
し
た
も
の
が
改
良
長
歌
の
原
型
で
あ
る
。｢

改
良
長
歌｣

と｢

新
体
詩｣

と
は
、
ど
こ
が
違
う
の
か
。
山
宮
充
氏
は『

新
体
詩
抄』

の
意
義
を
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。(｢

解
説｣

『

日
本
現
代
詩
大
系
第
一
巻』

河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
四
・
九)

。

一
、
自
由
長
大
な
る
詩
形
を
採
用
し
て
、
国
詩
の
規
模
を
大
に
し
、
新
時
代
の
複
雑
な
思
想
感
情
の
表
現
を
可
能
な
ら
し
め
よ
う
と

し
た
こ
と
。

二
、
用
語
の
範
囲
を
拡
大
し
、
殊
に
雅
語
、
古
語
以
外
平
俗
常
用
の
言
語
を
自
由
に
使
用
し
、
衆
庶
に
理
解
し
易
か
ら
し
め
よ
う
と

し
た
こ
と
。

三
、
題
材
の
範
囲
を
拡
大
し
、
花
鳥
風
月
的
在
来
の
詩
的
題
材
以
外
、
ひ
ろ
く
人
生
の
事
象
中
よ
り
自
由
に
取
材
し
よ
う
と
し
た
こ

と
。

四
、
か
く
し
て
自
由
詩
へ
の
道
を
拓
い
た
こ
と
。

こ
の
う
ち｢

四｣

に
つ
い
て
は
、
若
干
の
補
足
が
必
要
で
あ
る
。『
新
体
詩
抄』

の
時
点
で
、
編
者
た
ち
は
七
五
も
し
く
は
五
七
の
定
型

を
捨
て
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
正
当
に
も
、
詩
に
は｢

音
調
の
宜
し
き｣

(

外
山
正
一

『

新
体
詩
抄』

｢

序｣)

こ
と
が
必
須
だ
と

考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
定
型
が
廃
棄
さ
れ
る
の
は
、『

新
体
詩
歌
集』

(

明
治
二
十
八
年)

の
こ
と
で
あ
っ
て
、｢

感
情
的
口
演｣

(

外
山
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正
一

『

新
体
詩
歌
集』

｢

序｣)

に
よ
っ
て｢

音
調
の
宜
し
き｣

こ
と
、
す
な
わ
ち
詩
の
音
楽
性
が
補
償
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
山
宮
充
氏
の
あ
げ
て
い
る
四
点
の
う
ち
、
第
二
、
第
三
の
点
、
す
な
わ
ち
、｢

用
語
の
範
囲
を
拡
大｣

す
る
か
否
か
、

｢

題
材
の
範
囲
を
拡
大｣

す
る
か
否
か
が
、
新
体
詩
と
改
良
長
歌
を
分
か
つ
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
。
要
す
る
に
、
伝
統
を
切
断
す
る
か
否

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『

新
体
詩
抄』
は
、
編
者
自
ら｢

新
体
な
ど
ゝ
名
を
付
け
る
に
は
付
け
た
が｣

｢

や
は
り
古
来
の
長
歌
流｣

(

外
山
正
一『

新
体
詩
抄』

｢

序｣)

と
記
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
に
、
様
式
と
し
て
は｢

長
歌｣

の
復
興
と
も
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に｢

和
歌
否
定
よ
り
新

体
詩
へ
の
展
開
に
い
た
る
論｣
と｢

和
歌
の
伝
統
を
保
持
し
つ
つ
、
こ
れ
を
改
良
し
て
行
か
う
と
す
る
論｣

(

小
泉
苳
三

『

近
代
短
歌
史

明

治
篇』

昭
和
三
十
年)

と
が
対
立
し
つ
つ
、
併
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
萩
野
由
之｢

小
言｣

(

明
治
二
十
年)

、
佐
佐
木
健

(

信
綱)

｢

和
歌
の

話｣
(

明
治
二
十
一
年)

、
佐
佐
木
弘
綱｢
長
歌
改
良
論｣

(

同)

な
ど
、
後
者
の
和
歌
改
良
論
に
あ
っ
て
は
、
伝
統
の
断
絶
は
拒
絶
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
構
想
さ
れ
る
作
品
は
、
同
じ
詩
形
式
と
見
え
て
、
新
体
詩
と
は
性
質
の
異
な
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

二

朦
朧
体
論
争
の
背
景

『

新
体
詩
抄』

の
系
統
と
し
て
の｢

新
体
詩｣

と
、
和
歌
改
良
の
系
統
と
し
て
の
改
良
長
歌
と
の
対
立
は
、
い
わ
ゆ
る｢

朦
朧
体
論
争｣

と
し
て
、『

帝
国
文
学』

に
露
わ
に
な
る
。『

帝
国
文
学』

は
誌
名
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
清
戦
争
の
勝
利
に
よ
っ
て
日
本
が
国
民
国

家
の
形
成
か
ら
帝
国
主
義
へ
、
膨
張
主
義
へ
と
転
じ
て
い
く
、
そ
の
潮
流
に
棹
さ
す
も
の
と
し
て
、｢

国
民
文
学｣

(

第
一
巻
第
一
号｢

序
詞｣)

の
育
成
を
目
標
に
掲
げ
て
い
た
。
そ
の
中
心
人
物
は
井
上
哲
次
郎
で
あ
り
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
載
さ
れ
た｢

日
本
文
学
の
過
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去
及
び
将
来｣

(｢

国
文
学｣

で
は
な
く

｢

日
本
文
学｣

と
し
て
い
る
点
に
、
す
で
に
彼
の
立
場
が
現
わ
れ
て
い
る)

に
、｢

国
民
文
学｣

と
は
如
何

な
る
も
の
で
あ
る
か
が
縷
縷
、
説
か
れ
て
い
る
。｢

我
邦
は
固
よ
り
国
民
精
神
を
有
す
と
雖
も
、
西
洋
思
想
の
澎
湃
と
し
て
激
浪
の
如
く
侵

入
し

(
中
略)

今
や
各
種
の
思
想
は
各
処
に
相
戦
ひ
、
一
大
修
羅
場
を
開
き
、(

中
略)

我
邦
固
有
の
思
想
も
或
は
圧
倒
せ
ら
れ
ん
と
す
る

の
恐
な
き
に
あ
ら
ず｣

と
い
う
記
述
の
背
後
に
、
国
際
間
の

(

帝
国
主
義
的)

生
存
競
争
に
勝
ち
抜
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
社
会
進
化

論
に
支
え
ら
れ
た
認
識
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
彼
は
、
古
今
東
西
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
文
学
か
ら
優
れ
た
も
の

を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

国
民
文
学
は
一
切
外
国
思
想
を
拒
絶
し
て
単
に
自
国
に
固
有
な
る
思
想
を
叙
述
す
る
に
止
ま
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
、
若
し
然
く
せ

ん
か
、
文
学
は
狭
隘�
小
に
し
て
擬
古
の
地
位
を
脱
す
る
こ
と
能
は
ず
、
恰
も
固
陋
な
る
国
学
者
の
手
に
成
る
が
如
き
性
質
を
成
さ

ん
、

国
民
文
学
の
性
質
は
総
合
的
構
造
な
る
が
故
に
擬
古
に
あ
ら
ず
、
守
旧
に
あ
ら
ず
、
自
主
的
進
歩
な
り
、
内
面
よ
り
活
動
し
て
促
す

所
の
発
達
な
り
、

塩
井
雨
江
、
武
島
羽
衣
、
大
町
桂
月
ら
が
、
や
が
て｢

擬
古
派｣
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
、
そ
の｢

擬
古｣

と
い
う
言
葉
に
は
、
こ

の
よ
う
に｢

狭
隘�
小｣

｢

固
陋｣

｢

守
旧｣

と
い
う
意
味
が
籠
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
井
上
哲
次
郎
は
、『

帝
国
文
学』

第
三
巻
第
一
、
二
号
掲
載
の｢

新
体
詩
論｣
で
、
問
題
の
焦
点
を｢

新
体
詩｣

に
絞
っ
て
い
る
。
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そ
こ
で
井
上
は
、｢

旧
来
の
格
法
を
打
破
す
る
こ
と｣

は｢

局
外
者
た
る
吾
人
に
よ
り
て｣

初
め
て
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
り
、｢

如
何
な
る

冷�
熱
罵
も
吾
人
に
於
て
何
か
あ
ら
ん｣

と
豪
語
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

新
体
詩
其
物
は
一
般
に
認
識
さ
る
ゝ
に
至
れ
り
と
雖
も
、
新
体
詩
家
の
中
幾
多
の
分
派
を
生
じ
、
旧
来
の
格
法
を
捨
つ
る
こ
と
能
は

ざ
る
の
徒
に
し
て
、
新
体
詩
の
名
を
仮
り
て
吾
人
が
旗
幟
の
下
に
入
り
来
た
り
、
其
本
来
の
趣
向
を�

倒
し
て
、
却
り
て
吾
人
に
反

抗
す
る
も
の
少
な
し
と
せ
ず
、(

中
略)

競
争
は
已
に
内
部
と
外
部
に
あ
ら
ず
し
て
、
内
部
の
分
派
に
あ
り
、

新
体
詩
は
す
で
に
認
知
さ
れ
た
、
敵
は
内
部
に
あ
る
。
新
体
詩
の
旗
幟
を
借
り
本
来
の
趣
向
を�
倒
し
て
反
抗
す
る
も
の
、
そ
れ
が
、

改
良
長
歌
と
し
て
の
詩
で
あ
る
。
井
上
は
新
体
詩
特
有
の
性
質
を
八
項
目
に
わ
た
っ
て
指
摘
し
た
後
、
歌
人
の
非
難
を
気
に
す
る
に
は
及

ば
な
い
、｢

新
体
詩
家
は
初
め
よ
り
彼
等
の
同
情
を
求
む
べ
き
に
あ
ら
ず
、
否
、
彼
等
と
反
対
の
位
置
に
立
つ
べ
き｣

で
あ
る
、
に
も
か
か

わ
ら
ず
歌
人
の
賛
同
を
得
よ
う
と
し
て｢

徒
に
古
代
の
死
語
を
羅
列｣

す
る
者
は
、｢

似
而
非
の
新
体
詩
家
に
し
て
真
正
の
新
体
詩
家
に
あ

ら
ず｣

、｢

擬
古
的
の
詩
篇
は
寧
ろ
旧
体
詩
と
称
し
て
新
体
詩
と
区
別
す
る
を
要
す
る
な
り｣

と
言
い
放
っ
て
い
る
。

も
う
一
人
の『

新
体
詩
抄』

の
編
者
で
あ
る
外
山
正
一
は
、
文
科
大
学
長
と
し
て『

帝
国
文
学』

の
後
見
人
と
も
言
う
べ
き
位
置
に
あ

る
が
、
彼
も
ま
た
第
二
巻
第
三
、
四
号
の｢

新
体
詩
及
び
朗
読
法｣
に
お
い
て
、
改
良
長
歌
と
し
て
の
新
体
詩
を
批
判
し
て
い
る
。

新
体
詩
と
は
。
近
年
世
間
に
行
は
る
ゝ
。
彼
の
。
雅
言
を
以
て
七
五
若
し
く
は
五
七
的
に
作
ら
れ
る
。
一
種
の
柔
弱
な
る
新
体
詩
を
。

特
に
指
す
固
有
名
詞
の
如
く
に
思
ひ
居
る
人
も
少
な
か
ら
ぬ
様
で
あ
り
ま
す
。
然
れ
ど
も
。
始
め
て
新
体
詩
を
作
り
た
る
人
々
。
始
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め
て
新
体
詩
と
云
ふ
名
称
を
用
ゐ
た
る
人
々
に
在
て
は
。
此
の
新
体
詩
と
云
ふ
名
称
は
。
決
し
て
。
斯
く
狭
隘
な
る
意
味
に
て
之
を

用
ゐ
た
る
次
第
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。

｢

新
体
詩
及
び
朗
読
法｣

は
、
前
年
の
九
月
に
中
村
秋
香
・
上
田
万
年
・
阪
正
臣
と
と
も
に
刊
行
し
た『

新
体
詩
歌
集』

の｢

序｣

に

言
う｢

感
情
的
口
演｣
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
書
か
れ
て

(

正
確
に
は
講
演
さ
れ
て)

い
る
。
外
山
は
七
五
五
七
の
口
調
は｢

演
述｣

に

は
不
適
当
な
も
の
で
あ
り
、
新
体
詩
が｢

演
述｣

す
べ
き
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
七
五
五
七
の
口
調
は
不
適
当
で
あ
る
と
言
う
。｢

西
洋
に

於
て
は
。
詩
人
が
。
我
が
作
を
聴
衆
の
前
に
於
て
朗
読
し
。
若
し
く
は
闇
誦
す
る｣

｢

英
語
に
て
。｢

レ
シ
テ
イ
シ
ヨ
ン｣

と
か｢

デ
ク
ラ

メ
イ
シ
ヨ
ン｣

と
か
云
ふ
様
な
事｣
を
、
外
山
は
取
り
入
れ
よ
う
と
言
う
わ
け
で
あ
る

(｢

新
体
詩
及
び
朗
読
法｣

そ
の
も
の
が
、
句
点
に
よ
っ

て
、
お
そ
ら
く
講
演
さ
れ
た
時
と
同
じ
区
切
り
を
施
さ
れ
て
い
る)

。
彼
の
言
う｢

感
情
的
口
演｣

は
、
七
五
五
七
と
い
う｢

究
屈
な
る
覊
絆
を

脱
し
た
も
の｣

、
す
な
わ
ち
自
由
詩
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

さ
ら
に
外
山
は
、
詩
の
用
語
に
触
れ
て
、｢

用
語
も
。
雅
言
や
。
比
喩
語
や
。
枕
詞
や
。
重
意
語
等
を
多
く
用
ゐ
る
事
を
好
む
人
が
。
今

時
は
余
程
多
い
様
で
あ
り
ま
す
。
斯
る
種
類
の
詞
を
多
く
用
ゐ
て
。
意
味
を
朦
朧
た
ら
し
む
る
事
を
。�
り
に
力
む
る
人
が
多
い
様
で
あ

り
ま
す
。｣｢

が
併
し
、
人
を
感
動
せ
し
む
る
の
点
に
至
て
は
。
斯
る
虚
飾
を
用
ゐ
ず
に
。
分
り
易
き
詞
を
以
て
。
意
味
の
明
瞭
な
る
様
に

綴
る
方
が
。
却
て
。
優
つ
た
法
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
か｣

と
し
て
、
万
葉
集
の
性
質
を｢

ナ
チ
ュ
ラ
ル｣

(

注
３)

、
新
古
今
集
の
性
質
を｢

ア
ー
チ
フ
ィ

シ
ヤ
ル｣

だ
と
し
て
い
る
。

俗
語
で
も
漢
語
で
も
。
人
に
能
く
分
る
様
な
詞
の
中
で
。
強
い
詞
や
優
い
詞
と
。
其
れ
其
れ
其
場
合�
に
随
て
。
適
当
な
る
も

���



の
を
選
ん
で
。
用
ゐ
べ
き
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。
さ
う
す
れ
ば
。
縦
や
。
巧
に
作
れ
た
と
か
。
華
麗
に
出
来
た
と
か
云
つ
て
。
人
に

褒
め
ら
れ
る
事
は
な
く
と
も
。
人
を
感
動
せ
し
む
る
事
は
。
却
て
。
多
く
で
き
る
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。

こ
う
し
た
井
上
・
外
山
両
名
の
意
見
を
背
景
に
、
二
人
の
弟
子
で
あ
る
高
山
樗
牛
が
、｢

朦
朧
派
の
詩
人
に
与
ふ｣

(『

太
陽』

第
三
巻
第

十
九
号
、
明
治
三
十
年
七
月)

な
ど
、
繰
り
返
し｢

朦
朧
派｣

を
批
判
す
る
の
だ
が
、
そ
の
論
旨
は
右
に
引
い
た
井
上
・
外
山
の
論
に
含
ま

れ
る
も
の
な
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。

｢

擬
古
派｣

｢

朦
朧
派｣
と
呼
ば
れ
た
の
は
、
主
と
し
て
塩
井
雨
江
、
武
島
羽
衣
、
大
町
桂
月
の
三
人
だ
が
、
彼
等
は
い
ず
れ
も
落
合
直

文(

注
４)の

萩
之
舎
門
下
で
あ
り
、
ま
た
第
一
高
等
学
校
で
直
文
に
学
ん
だ
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
批
判
の
声
に
対
し
て
、『

帝
国
文
学』

第
二
巻
第

三
号｢

雑
報｣

欄
に
、
無
署
名｢

朦
朧
体｣
、
署
名｢

Ｈ
Ｔ｣

に
よ
る｢

新
体
詩
と
雅
俗
語｣

が
反
論
さ
れ
て
い
る
。

浅
膚
露
骨
な
る
新
体
詩
を
喜
ぶ
の
徒
、
焉
ん
ぞ
嫋
々
た
る
言
外
の
余
韻
を
解
せ
ん
や
。
彼
等
が
目
し
て
朦
朧
体
と
い
ふ
も
の
、
知
ら

ず
、
詩
果
た
し
て
朦
朧
な
る
。
抑
も
読
む
者
の
眼
果
し
て
朦
朧
な
る
。
詩
は
謡
ひ
、
科
学
は
語
る
。
語
る
者
は
明
晰
周
到
、
錙
銖
を

分
ち
、
極
微
に
徹
す
る
を
要
す
。
謡
ふ
者
は
含
蓄
温
藉
、
抑
揚
節
に
中
り
、
抗
墜
心
に
適
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。(｢

朦
朧
体｣)

世
の
批
評
家
や
ゝ
も
す
れ
ば
、
現
時
の
新
体
詩
を
目
し
て
、
用
語
ひ
た
す
ら
に�
遠
に
し
て
、
行
文
は
た
擬
古
に
、
総
じ
て
耳
遠
く

し
て
、
今
日
大
多
数
の
人
に
解
せ
ら
る
ゝ
こ
と
は
極
め
て
少
な
し
。
詩
人
は
宜
し
く
、
今
生
活
し
つ
ゝ
あ
る
言
語
、
則
ち
普
通
俗
用

の
言
語
を
以
て
、
最
平
易
簡
明
に
書
き
下
ら
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ず
と
。
嗚
呼
、
彼
等
は
、
詩
歌
も
ま
た
散
文
と
同
じ
く
、
其
文
中
任
意

���



に
俗
語
普
通
語
を
縦
横
に
使
用
し
て
些
の
不
可
な
し
と
い
ふ
か
、(

中
略)

詩
歌
が

(

狭
義
に
言
ふ
と
こ
ろ
の)

詩
歌
な
ら
ざ
る
文
章
と

差
別
せ
ら
る
る
条
件
は
、
其
数
い
と
多
き
が
中
に
、
外
形
に
関
し
た
る
方
に
て
は
、���������

と
、�����������������

と
の
行

は
る
ゝ
は
、
其
最
著
し
き
二
個
の
特
点
に
あ
ら
ず
や
。
こ
れ
蓋
し
詩
歌
は
平
生
の
談
話
と
は
異
に
し
て
、
一
層
悠
遠
高
尚
な
る
感
情

想
像
の
世
界
に
遊
ぶ
も
の
な
る
を
以
て
、
吾
人
が
、
平
常
の
通
用
よ
り
一
歩
高
め
た
る
言
辞
を
用
ひ
て
、
以
て
そ
が
使
用
に
応
ぜ
ん

と
す
る
は
、
こ
れ
数
の
免
れ
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
、
而
し
て
、
そ
の
措
辞
の
目
な
れ
ざ
る
こ
と
ゝ
、
其
言
語
の
時
代
よ
り
お
こ
り
き
た

り
た
る
聯
想
と
は
、
詩
歌
が
、
高
遠
に
し
て
且
純
潔
な
る
本
性
に
最
よ
く
適
合
し
、(

以
下
略)

大
町
桂
月
も
ま
た
、｢

詩
歌
に
お
け
る
古
語
及
び
俗
語｣

(『

帝
国
文
学』

第
三
巻
第
四
、
五
、
六
号)

に
お
い
て
、｢

近
時
、
詩
学
修
辞
学
の

素
養
な
き
の
徒
が
漫
に
言
語
の
末
を
捉
へ
て
、
朦
朧
と
呼
び
、
擬
古
と
呼
び
、
先
入
の
素
人
考
主
と
な
り
て
、
強
ひ
て
自
か
ら
城
壁
を
設

く
る
も
の
少
な
か
ら
ず｣

と
し
て
、
井
上
哲
次
郎
の｢

新
体
詩
論｣

そ
し
て
井
上
の
作
品｢

比
沼
山
の
歌｣

を
批
判
し
つ
つ
、
西
洋
の
詩

論
を
盾
に
、｢

新
体
詩
と
雅
俗
語｣
(

Ｈ
Ｔ)

と
同
様
の
論
を
展
開
し
て
い
る
。｢

同
様｣

と
言
う
だ
け
で
な
く
、
右
に
引
い
た｢

新
体
詩
と

雅
俗
語｣

と
ほ
ぼ
同
一
の
一
節
が
、｢

詩
歌
に
お
け
る
古
語
及
び
俗
語｣

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。｢

Ｈ
Ｔ｣

と
は
武
島
羽
衣
で
あ
ろ
う
か
ら
、

桂
月
が
羽
衣
の
一
文
を
下
敷
き
に
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
二
人
で
論
を
練
っ
た
の
か
、
い
さ
さ
か
不
審
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
両
者
は
詩

が
科
学
や
散
文
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
詩
と
は
人
を
し
て｢

悠
遠
高
尚
な
る
感
情
想
像
の
世
界｣

に
遊
ば
し
め
る
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
に
日
常
の
言
語
と
は
異
な
る
古
語
が
必
須
で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
、
一
致
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、『

新
体
詩
抄』

の
新
体
詩
と
、
長
歌
の
改
良
と
し
て
の
新
体
詩

(
井
上
に
な
ら
っ
て
旧
体
詩
と
呼
ぶ
べ
き
か)

と
の
対
立
が
、

浮
か
び
上
が
っ
た
。『

帝
国
文
学』

第
三
巻
第
四
号
、
署
名｢

は
、
な｣

に
よ
る｢
新
体
詩
界
の
二
大
弊｣

は
、｢

彼
の
擬
古
体
と
目
せ
ら

���



る
ゝ
保
守
派
の
新
体
詩｣

と｢

擬
古
体
に
対
峙
し
て
現
れ
た
る
進
歩
派
の
新
体
詩｣

と
の
欠
点
を
指
摘
し
、
両
派
が
互
い
に
短
所
を
補
い

合
う
こ
と
を
勧
め
、
第
三
巻
第
十
一
号
の
無
署
名｢

朦
朧
の
文
体｣

は
、｢

余
輩
は
新
体
詩
の
朦
朧
露
骨
両
様
の
何
れ
を
挙
げ
ん
と
に
は
あ

ら
ざ
れ
ど
も｣

｢

む
し
ろ
文
の
朦
朧
な
ら
ん
事
を
望
む｣

と
し
て
い
る
。『

太
陽』

の
第
四
巻
一
八
号

(

明
治
三
一
年
九
月)

｢

新
体
詩
壇
の

消
息｣

に｢
先
づ
著
し
き
現
象
は
、
擬
古
派
の
作
の
甚
だ
稀
に
な
る
こ
と
是
な
り｣

と
あ
る
の
は
、
樗
牛
が『

帝
国
文
学』

か
ら『

太
陽』

に
執
筆
の
場
所
を
変
え
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
信
用
し
が
た
い
。
実
際
に
は
な
お｢

新
体
詩
の
朦
朧
露
骨
両
様｣

の
作
品
が
書
か
れ
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
後
世
か
ら
見
れ
ば
ど
ち
ら
も
藤
村
の
影
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

三

抗
争
す
る
二
つ
の

｢

国｣

大
町
桂
月｢

詩
歌
に
お
け
る
古
語
及
び
俗
語｣
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
の
は
、
興
味
深
い
。

彼
の
科
学
上
の
述
語
の
如
き
は
俗
語
の
尤
も
甚
し
き
も
の
に
し
て
、
到
底
之
を
詩
歌
に
用
う
べ
き
も
の
に
あ
ら
ざ
る
也
。
明
晰
露
骨

乾
燥
無
味
散
文
的
論
理
的
な
る
も
の
は
生
存
競
争
場
裡
の
優
者
に
し
て
、
然
ら
ざ
る
者
は
劣
者
也
。
劣
者
は
亡
び
優
者
は
存
す
。
而

し
て
実
用
上
の
劣
者
に
し
て
始
め
て
詩
歌
上
の
優
者
た
る
を
得
べ
し
。

興
味
深
い
と
い
う
の
は
、｢

実
用
上
の
劣
者
に
し
て
始
め
て
詩
歌
上
の
優
者
た
る
を
得
べ
し｣

と
い
う
予
言
を
、
ま
さ
に
藤
村
が
現
実
の

も
の
と
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
今
、
注
目
し
た
い
の
は
、｢
科
学
上
の
述
語｣

｢

生
存
競
争
場
裡｣

と
い
う
言
葉

���



で
あ
る
。『

新
体
詩
抄』

の
編
者
た
ち
が
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
進
化
論
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
よ
う
。
そ
し
て

『
新
体
詩
抄』

の
詩
編
の
幾
つ
か
が
詩
集
に
先
立
っ
て
掲
載
さ
れ
た『

東
洋
学
芸
雑
誌』

は
、
科
学
啓
蒙
雑
誌
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
一
号

の
内
容
は
、｢

人
為
淘
汰
ニ
ヨ
リ
テ
人
才
ヲ
得
ル
ノ
術
ヲ
論
ス｣

(

加
藤
弘
之)

、｢

題
有
幾
化
学
沿
革
史
後｣

(

杉
浦
重
剛)

、｢

ヒ
ュ
ー
ム
氏
自

由
政
治
論
並
ニ
評｣

(

編
者
識)

、｢

学
芸
論｣

(

井
上
哲
次
郎)

、｢

雑
報｣

、
と
な
っ
て
い
る
。
加
藤
の｢

人
為
淘
汰｣

の
論
は
二
号
に
わ
た
り
、

さ
ら
に
四
号
か
ら
は
編
者
に
よ
る｢

自
然
淘
汰
法
及
ビ
之
ヲ
人
類
ニ
及
ボ
シ
テ
ハ
如
何
ヲ
論
ズ｣

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『

東
洋
学
芸
雑
誌』

は
ま
さ
し
く｢

生
存
競
争
場
裡｣

を
意
識
し
た｢

科
学
上
の
述
語｣

に
満
ち
た
雑
誌
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
一
号
の｢

緒
言｣

は
、
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

(

便
宜
的
に
濁
点
・
句
点
を
補
っ
た)

。

我
邦
人
ノ
理
学
ノ
思
想
ニ
乏
シ
キ
ハ
識
者
ノ
常
ニ
憂
フ
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
。
故
ニ
之
ヲ
救
ハ
ン
ガ
為
ニ
此
雑
誌
ニ
理
学
ニ
関
係
ア
ル
文

章
ヲ
掲
載
シ
テ
其
性
質
及
ビ
効
用
ヲ
世
ニ
明
ニ
セ
ン
事
ヲ
力
メ
タ
リ
。
固
ヨ
リ
詰
屈
解
シ
難
キ
コ
ト
ノ
ミ
ヲ
討
論
ス
ル
ニ
非
ズ
ト
雖

ド
モ
世
尚
ホ
或
ハ
此
雑
誌
ノ
読
ミ
難
キ
ヲ
困
ジ
ム
モ
ノ
ナ
キ
ニ
非
ズ
。
因
テ
更
ニ
其
区
域
ヲ
広
メ
文
芸
上
ニ
渉
レ
ル
平
易
ナ
ル
文
章

ヲ
モ
其
間
ニ
雑
ヘ
甘
苦
相
ハ
ン
ナ
カ
ラ
シ
メ
以
テ
世
人
ノ
望
ニ
負
ク
無
キ
ヲ
期
ス
ト
云
爾
。

｢

本
誌
ノ
如
キ
ハ
専
ラ
学
術
上
ニ
関
ス
ル
論
説
記
事
ヲ
記
載
ス
ル
ニ
止
マ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ｣

｢

恐
ラ
ク
ハ
喜
ン
デ
コ
レ
ヲ
読
ム
モ
ノ
ナ
カ

ル
ベ
シ｣
(

上
田
秀
成

｢

祝
詞｣

第
四
号)

と
い
う
不
安
は
杞
憂
に
終
わ
り
、｢
読
者
ハ
日
ニ
増
シ
月
ニ
加
ハ
ル｣

(

同)

と
い
う
迎
え
入
れ
ら

れ
よ
う
で
、
第
四
号
か
ら
は
紙
数
も
増
し
、
や
が
て
純
粋
な
科
学
啓
蒙
雑
誌
と
し
て
、
文
芸
上
の
記
事
も
減
っ
て
行
く
。
そ
れ
は
そ
れ
と

し
て
、
矢
田
部
良
吉
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
訳

(

六
号)

や
外
山
正
一
の｢

抜
刀
隊｣

(

八
号)

な
ど
は
、
理
学
の｢

性
質
及
ビ
効
用｣

を
説
く
文

���



章
の
受
け
入
れ
が
た
さ
を
や
わ
ら
げ
る
た
め
に
、
そ
の
間
に
挿
入
さ
れ
る｢

文
芸
上
ニ
渉
レ
ル
平
易
ナ
ル
文
章｣

と
し
て
、
掲
載
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
武
島
羽
衣
や
大
町
桂
月
が
、
詩
の
言
葉
に
対
立
す
る
の
は
科
学
の
言
葉
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な

い
の
で
あ
る
。『

新
体
詩
抄』

の
言
葉
は
、｢

理
学
ニ
関
係
ア
ル
文
章｣
｢

学
術
上
ニ
関
ス
ル
論
説
記
事｣

に
対
立
す
る
こ
と
な
く
同
居
可
能

の
言
葉
な
の
で
あ
っ
た
。

『

東
洋
学
芸
雑
誌』
の
第
七
、
八
号
に
、｢

東
京
大
学
理
学
部
教
授

矢
田
部
良
吉｣

の｢

羅
馬
字
ヲ
以
テ
日
本
語
ヲ
綴
ル
ノ
説｣

が
掲

載
さ
れ
て
い
る

(

ち
な
み
に
第
七
号
で
は
矢
田
部
の
論
に
つ
づ
い
て
、｢

独
逸
国
博
士
ダ
ビ
ツ
ド
、
ブ
ラ
ウ
ン
ス
氏｣

の｢

日
本
陸
地
肉
食
動
物
ノ
散
布｣

の
訳
が
、
第
八
号
で
は

｢

理
学
士

磯
野
徳
三
郎｣

の

｢

分
子
ノ
重
量｣

が
掲
載
さ
れ
て
い
る)

。
矢
田
部
は
日
本
の
語
は｢

思
想
ノ
記
号｣

で
あ

り
、
西
洋
諸
国
の
語
の
よ
う
な｢
音
声
ヲ
表
示
ス
ル
モ
ノ｣

で
は
な
い
た
め
、
習
得
の
た
め
に
貴
重
な
時
間
を
空
し
く
消
費
す
る
と
し
て
、

ロ
ー
マ
字
の
使
用
を
提
唱
し
、
次
の
よ
う
な
例
を
示
し
て
い
る
。

����������������������������
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矢
田
部
の
論
は
、
明
治
十
八
年
一
月
、
外
山
正
一
を
中
心
と
し
て
羅
馬
字
会
が
設
立
さ
れ
る
、
そ
の
準
備
段
階
で
記
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。『

新
体
詩
抄』

の
言
葉
は
、｢

科
学｣

の
言
葉
、
ロ
ー
マ
字
の
よ
う
な
、
透
明
な
記
号
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
塩
井
雨
江
、
武
島
羽
衣
、
大
町
桂
月
の
師
で
あ
る
落
合
直
文
の｢

孝
女
白
菊
の
歌｣

が
掲
載
さ
れ
た『

東
洋
学
会
雑
誌』

は
、

第
一
編
第
一
号
の
島
田
重
礼｢

東
洋
学
会
発
会
ノ
演
説｣

に
、｢

今
ヤ
西
洋
学
術
次
第
ニ
東
漸
シ
日
ニ
開
ケ
月
ニ
盛
ニ
一
網
打
尽
固
有
ノ
学

術
地
ヲ
払
フ
ニ
至
ン
ト
ス
苟
モ
志
ア
ル
者
和
学
漢
学
等
ノ
藩
籬
ヲ
一
掃
シ
同
心
協
力
微
学
ヲ
振
ヒ
頽
運
ヲ
回
シ

先
皇
ノ
盛
意
ヲ
万
世
ニ

伝
ヘ
ザ
ル
ベ
ケ
ン
ヤ｣

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
欧
化
政
策
の
路
線
に
抵
抗
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
は
い
う
も
の
の
、『

東
洋
学
会

雑
誌』

と『

東
洋
学
芸
雑
誌』

は
と
も
に
東
京
帝
国
大
学
系
の
雑
誌
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
兄
弟
雑
誌
で
も
あ
っ
た
。『

東
洋
学
会
雑
誌』

に
は
文
学
部
長
井
上
哲
次
郎
に
よ
る｢

万
国
東
洋
学
会
近
況｣
も
随
時
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も『

東
洋
学
会
雑
誌』

の
母
体
で

あ
る
古
典
講
習
科
の
設
立
に
は
、
大
学
総
理
加
藤
弘
之
の
意
志
が
介
在
し
て
い
た
。

い
に
し
十
五
年
と
い
ふ
年
の
九
月
よ
り
し
て
東
京
大
学
の
う
ち
に
古
典
講
習
科
を
置
か
せ
給
ひ
む
ね
と
我
国
の
古
の
書
ど
も
学
ば
せ

給
ふ
こ
と
と
な
り
ぬ
る
は
や
う�
花
さ
き
実
の
る
ら
ん
時
に�
へ
り
と
い
ふ
べ
し
。
さ
る
は
此
近
き
年
ご
ろ
ふ
る
き
書
に
く
は
し

���



き
人
た
ち
の
次
々
身
ま
か
り
し
か
ら
に
終
に
は
を
し
へ
草
の
根
を
絶
え
ぬ
べ
し
と
総
理
の
君
の
深
き
お
も
ひ
は
か
り
に
出
た
る
み
し

わ
ざ
に
な
ん
有
け
る
か
ゝ
れ
ば
其
を
し
へ
業
も
世
に
国
学
者
と
い
ふ
も
の
ゝ
並
々
と
ひ
と
し
か
ら
ず

(

小
中
村
清
矩
・
無
題

『

東
洋
学
芸
雑
誌』

第
二
号)

第
一
号
掲
載
の
論
説｢

学
問

明
治
十
九
年
十
月
東
洋
学
会
ニ
於
テ｣

で
、｢

学
問
ハ
唯
一
定
不
変
ノ
真
理
ヲ
究
明
セ
ン
事
ヲ
務
ル
モ
ノ

ナ
レ
バ
決
シ
テ
時
代
ト
場
所
ト
ニ
応
ジ
テ
異
ナ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
非
ザ
ル
ナ
リ｣

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
加
藤
弘
之
の
意
図
は
国
学
の
保
存

で
は
な
く
、
国
学
の
改
良
、
近
代
化
に
あ
っ
た
。
加
藤
の
意
図
を
受
け
と
め
て
、
小
中
村
義
象
も｢

古
典
学
革
弊
私
論｣

(

第
四
号)

を
記

し
、｢

何
ゾ
決
然
奮
起
古
典
学
ヲ
シ
テ
彼
ノ
老
耄
前
途
頼
ミ
ナ
キ
ノ
徒
ニ
ノ
ミ
委
任
シ
置
ク
ノ
旧
例
ヲ
廃
棄
シ
文
明
日
新
ノ
一
学
科
タ
ラ
シ

ム
ル
事
ヲ
勉
メ
ザ
ラ
ン
ヤ
古
典
学
ヲ
シ
テ
文
明
ノ
一
学
科
タ
ラ
シ
メ
ン
ニ
ハ
国
学
者
ノ
陋
弊
ヲ
一
掃
セ
ズ
ン
バ
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ｣

と
述
べ

て
い
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、｢(

賀
茂
真
淵
・
本
居
宣
長)

二
老
ノ
時
ハ
我
ト
競
走
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
漢
学
ノ
ミ
ナ
リ
キ
、
今
ハ
高
尚
ナ
ル
欧

米
諸
科
ア
リ
、
コ
レ
ト
進
歩
ヲ
競
ハ
ン
事
、
難
キ
ガ
中
ノ
難
キ
也｣

(

萩
野
由
之

｢

小
言｣

第
一
編
第
四
号)

と
い
う
の
が
現
状
で
あ
っ
た
。

小
中
村
義
象｢

第
一
総
集
会
ニ
於
テ
本
会
創
立
ノ
意
見
ヲ
述
ベ
併
テ
設
立
以
来
ノ
沿
革
ニ
及
ブ｣

(

第
一
編
第
六
号)

は
、
東
洋
学
会
設

立
の
企
図
は
、｢

講
学
上｣

と｢

護
国
上｣

の
二
点
に
あ
っ
た
と
、
言
う
。
開
国
以
来｢

百
般
の
事
大
方
は
彼
に
倣
ふ
事
と
な
り
に
た
る
は
、

致
方
な
き
事
に
し
て
あ
き
ら
む
る
よ
り
外
仕
方
な
き
な
り
、
何
と
な
れ
ば
彼
は
先
覚
者
に
し
て
我
は
後
覚
者
の
地
位
に｣

あ
る
の
で
あ
り
、

西
洋
に
な
ら
っ
て
東
洋
に
つ
い
て｢

学
問
即
道
理
を
研
究
す
る｣

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
人
々
の
な
か
に
は｢

彼
土
の
事
例
の
み
に
依
り

て
、
天
下
の
道
理
を
定
め
ん
と
す
る
者
さ
へ｣

い
る
し
、
東
洋
研
究
す
ら
西
洋
に
教
え
ら
れ
る
の
は
恥
だ
か
ら
で
あ
る
。
以
上
が｢

講
学

���



上｣

の
理
由
だ
が
、｢

護
国
上｣

に
つ
い
て
、
小
中
村
は
ま
ず
、
国
を｢

一
の
有
機
体｣

と
み
な
し
、｢

国
に
も
亦
全
体
の
風
習
、
感
情
等｣

が
あ
る
と
し
て
、｢

世
界
各
国
平
和
主
義｣

な
ら
ざ
る
現
状
に
お
い
て
は｢

国
情

(

ナ
シ
ヨ
ナ
リ
チ
ー)｣

の
養
成
が
必
要
で
あ
る
と
説
く
。

国
情
を
養
成
す
る
こ
と
既
、
必
要
な
り
と
す
る
時
は
其
国
古
来
の
歴
史
を
講
究
す
る
は
、
必
要
中
の
必
要
に
し
て
、
急
務
中
の
急
務

と
云
ふ
べ
し
、
何
と
な
れ
ば
凡
一
国
の
文
学
言
語
美
術
習
慣
気
風
感
情
等
は
尽
歴
史
に
顕
は
る
ゝ
も
の
に
し
て
、
其
文
学
習
慣
感
情

等
は
国
情
又
国
の
性
質
を
表
明
す
る
も
の
に
し
て
、
是
を
講
究
す
れ
ば
、
お
の
づ
か
ら
愛
国
の
情
を
発
す
る
も
の
な
れ
ば
な
り
、

こ
こ
で
先
に
引
い
た
井
上
哲
次
郎｢
日
本
文
学
の
過
去
及
び
将
来｣

の
一
節
を
思
い
起
こ
そ
う
。

国
民
文
学
は
一
切
外
国
思
想
を
拒
絶
し
て
単
に
自
国
に
固
有
な
る
思
想
を
叙
述
す
る
に
止
ま
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
、
若
し
然
く
せ

ん
か
、
文
学
は
狭
隘
褊
小
に
し
て
擬
古
の
地
位
を
脱
す
る
こ
と
能
は
ず
、
恰
も
固
陋
な
る
国
学
者
の
手
に
成
る
が
如
き
性
質
を
成
さ

ん
、

小
中
村
の｢

国
情｣

に
対
し
て
、
井
上
は｢

国
民
の
精
神｣

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
だ
が
そ
の
中
身
は
対
照
的
で
あ
る
。

吾
人
は
吾
人
に
特
異
な
る
思
想
を
根
拠
と
し
て
各
種
の
思
想
を
し
て
己
れ
に
同
化
せ
し
む
べ
き
地
位
に
あ
る
な
り
、
若
し
各
種
の
思

想
を
如
何
な
る
時
代
よ
り
も
取
り
、
如
何
な
る
国
土
よ
り
も
集
め
来
た
り
、
自
家
洪
鑪
中
の
物
と
し
て
溶
鋳
せ
ば
、
其
成
果
は
何
づ

���



れ
の
成
分
と
も
同
じ
か
ら
ざ
る
が
故
に
、
是
に
於
て
か
始
め
て
一
種
の
特
質
を
成
す
を
得
、
然
ら
ば
一
種
の
特
質
と
は
何
ぞ
や
、
是
れ
他

に
あ
ら
ず
、
即
ち
国
民
の
精
神
其
れ
自
身
を
成
す
も
の
な
り
、(

中
略)

吾
人
は
我
邦
に
古
来
国
民
精
神
な
し
と
云
ふ
に
あ
ら
ず
、
否
、
之

れ
あ
る
事
を
断
言
す
る
も
の
な
り
、
然
れ
ど
も
国
民
精
神
も
一
定
不
変
の
も
の
に
あ
ら
ず
、
又
一
定
不
変
な
る
べ
き
に
あ
ら
ず
、

(

井
上
哲
次
郎

｢

日
本
文
学
の
過
去
及
び
将
来｣)

繰
り
返
し
に
な
る
が
、『
東
洋
学
会
雑
誌』

と『

東
洋
学
芸
雑
誌』

は
と
も
に
東
京
帝
国
大
学
系
の
雑
誌
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
兄
弟

雑
誌
で
も
あ
っ
た
。
と
も
に
加
藤
弘
之
の
意
図
の
下
に
あ
り
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
井
上
哲
次
郎
は『

東
洋
学
会
雑
誌』

に｢

万
国
東

洋
学
会
近
況｣

を
報
告
し
て
い
る
。｢
競
争
は
已
に
内
部
と
外
部
に
あ
ら
ず
し
て
、
内
部
の
分
派
に
あ
り｣

と
い
う
井
上
哲
次
郎｢

新
体
詩

論｣

の
言
葉
は
、
意
味
深
長
で
あ
る
。｢
朦
朧
派｣

は
伝
統
の
継
承
を
志
し
、｢

露
骨
派｣

は
伝
統
の
切
断
を
指
向
す
る
。
そ
の
対
立
の
背

後
に
は
国
民
国
家
形
成
期
に
お
け
る
、｢

国
情｣
あ
る
い
は｢

国
民
精
神｣

を
め
ぐ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
対
立
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

注１

以
下
、
新
体
詩
に
お
け
る
伝
統
の
切
断
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

｢

維
新
期
の
詩
歌｣

(『

岩
波
講
座
日
本
文
学
史

第
11
巻』

一
九
九
六
・
十)

参
照
。

２

新
体
詩
に
お
け
る
改
行
形
式
の
意
義
に
つ
い
て
、
揖
斐
高

｢

改
行
論
―
近
世
長
歌
と
明
治
新
体
詩
の
は
ざ
ま｣

(『

文
学』

第
３
巻
第
２
号
、
岩
波

書
店)

が
、
す
ぐ
れ
た
論
を
展
開
し
て
い
る
。

３

『

万
葉
集』

の

｢

国
民
歌
集｣

化
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
品
田
悦
一

『

万
葉
集
の
発
明』

(

新
曜
社
、
二
〇
〇
一
・
二)

に
詳
細
な
論
が
あ
る
。

４

落
合
直
文
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

｢

孝
女
白
菊
の
歌｣

解
説｣

(『

新
日
本
古
典
文
学
体
系

明
治
編
12』

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
・
十)

参
照
。

(

本
学
教
授)
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